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論文の内容の要旨

　G・ee・関数法は，境界が複雑で回析・多重反射・透過といった平面変形が卓越するような波浪場の解析に対し

てきわめて合理的な解析手法である。近年，この手法の非一様水深場への拡張として，一様水深場における点源

波の厳密解であるHanke1関数に代わり，緩勾配方程式の放物型近似式の数値解を用いる手法が提案された。ここ

で，数値的な取り扱いが困難となる特異点近傍では，便宜上一様水深を仮定してHanke欄数が用いられている。

これは，境界近傍に一様水深を仮定するため，最終的に得られる波浪場の数値解に影響を与えることが考えられ

る。本研究では特異点近傍に緩勾配方程式の級数解を，遠方には放物型近似式を新たに導出しその数値解を用い

ることでGreen関数を構成している。従って点源近傍の水深変化を考慮することが可能となる。また級数解およ

び放物型近似式の導出手法は，緩勾配方程式に含まれる仮定のみを用いる体系的な手法であるので，他の工学分

野で重要となるような変数係数偏微分方程式のGreen関数の導出にも適用可能である。次に任意水深場における

新たな波源強度算定法を提案する。この場合，波源強度はその点での波の振幅勾配のみでは決定されず，境界上

すべての強度が相互に影響し合う。これは境界より発した波が屈折により同一境界に再入射する効果を表す。こ

の効果は，実港湾のような底面勾配が緩やかな地形においても有意となる。最後にGreen関数を計算する際に問

題となる計算領域外の仮想地形の影響について，具体的に数値解析を行って検討し，実用上この影響は極めて小

さいことを示している。

審査の結果の要旨

　点源近傍の水深変化および屈折の効果をモデルに組み込むことに成功しており，波浪場の高精度予測にとって

意義のある結果を得ている。ただ，点源波の計算の際に必要となる仮想領域の影響が緩勾配水域では無視できる

ことを数値計算結果により示しているが，放物型近似との関連から議論できれば本方法の更なる発展に寄与する

と考えられる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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